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鳥獣被害と対策

　令和２年度（調査期間 : 令和２年４月１日～ 11月 30日）は、
約 1,200 万円の動物による農作物被害が確認され、令和元年度
と比較して、被害額は 10万円程度増加しました。
　ニホンザルによる農作物被害は、電気柵の普及などにより減
少傾向にありますが、イノシシによる農作物被害や農地の掘り
起し被害が増加傾向にあります（その他内訳：タヌキ 10万円、
カモシカ９万円、ニホンジカ２万円）。

― 鳥獣被害対策の補助制度があります ―
【鳥獣害防除対策推進事業費補助金】
■内容／電気柵などの侵入防止柵に対する補助
■補助率／事業費の概ね２分の１（上限あり）

【新規狩猟者免許取得等補助金】
■�内容／狩猟免許や銃の所持許可取得の費用に対す

る補助
■対象／米沢猟友会員または入会見込みの人
■補助率／事業費の概ね３分の２（上限あり）

農林業被害を及ぼす主な動物

ニホンザルやイノシシなど、鳥獣による農林業被害が後を絶ちません。被害を最小限にしていくた
めには、地域全体で取り組んでいく必要があります。本市では、鳥獣被害対策の補助も行っていま
すので、ぜひご活用ください。

動物による農作物被害を防ぐには？動物による農作物被害を防ぐには？
動物による農作物被害を軽減するためには、次のような対
策を、バランスよく行うことが大切です。
１【環境整備】▶�動物を呼び寄せる放任果樹や生ゴミなどを

無くす対策
２【防　　除】▶動物の侵入を防止する電気柵などの対策
３【有害捕獲】▶�１、２の対策を実施した上で捕獲する対策

ニホンザル

主な被害▶水稲（苗）、野菜、樹木主な被害▶水稲（苗）、野菜、樹木主な被害▶農作物全般主な被害▶農作物全般 主な被害▶果樹、杉主な被害▶果樹、杉

主な被害▶�水稲、イモ、農地の掘り起し主な被害▶�水稲、イモ、農地の掘り起し 主な被害▶果樹、トウモロコシ主な被害▶果樹、トウモロコシ 主な被害▶水稲（苗）、野菜、樹木主な被害▶水稲（苗）、野菜、樹木

ニホンジカ

ツキノワグマ カモシカ

イノシシ

農作物被害状況農作物被害状況
市内農作物被害額 令和２年獣種別被害額

※千円単位を四捨五入。

■問合せ／森林農村整備課農村振興担当

ハクビシン 画像提供：埼玉県農
業技術研究センター

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問い合わせはこちらまで　22-5111（代表）


